
ページ 備考 ページ 備考

5月・6月
（2025年9月入学）

11月 ×

1月 P.67～

11月 P.2～

1月 ×

11月 P.1～

1月 ×

11月

1月

5月・6月
（2025年9月入学）

11月

1月

5月・6月
（2025年9月入学）

1月 ×

・経済理論・政策
・地域経済・地域マネジメント
・税理・財務

一般入学試験

APU特別受入入学試験
・経済理論・政策
・地域経済・地域マネジメント
・税理・財務

飛び級入学試験
・経済理論・政策
・地域経済・地域マネジメント
・税理・財務

学内進学入学試験

　【表紙の見方】
　×・・・入学試験の実施がなかった等の理由で入学試験問題の作成がなかったもの、または、問題を公開しないもの
　斜線・・・学科試験（筆記試験）を実施しないもの

論述

立命館大学大学院
2025年度実施　入学試験

博士課程前期課程

経済学研究科
経済学専攻

入試方式
小論文

コース 実施月

・経済理論・政策
・地域経済・地域マネジメント
・税理・財務

・経済理論・政策
・地域経済・地域マネジメント
・税理・財務

・経済理論・政策
・地域経済・地域マネジメント
・税理・財務

社会人入学試験

外国人留学生入学試験
（RJ方式）



ページ 備考 ページ 備考

一般入学試験 1月 P.68～

5月・6月
（2025年9月入学）

1月 ×

学内進学入学試験
（外国人留学生対象）

5月・6月
（2025年9月入学）

【表紙の見方】

　×・・・入学試験の実施がなかった等の理由で入学試験問題の作成がなかったもの、または、問題を公開しないもの

　斜線・・・学科試験（筆記試験）を実施しないもの

外国人留学生入学試験

外国語（英語）経済学

入試方式 実施月

立命館大学大学院

2025年度実施　入学試験

博士課程後期課程

経済学研究科
経済学専攻
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2025 年 11 月 1 日（土）実施 

2026 年度 立命館大学大学院 経済学研究科 博士課程前期課程 

外国人留学生 入学試験 試験問題 

科目名 論述試験（社会経済学 分野） ／ 全 1 ページ 

試験時間 9：30 ～ 10：50 ／ 80 分 

[解答上の注意] 

（１） 解答は答案用紙を使用し、選択した問題番号および受験番号・氏名を明記すること。

＜社会経済学分野＞

以下の問題Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの中から 2 問を選択し解答すること。ただし、問題Ⅰ、Ⅱより少なくと

も 1 問を選択すること。 

なお、選択した問題番号を明記すること。

問題Ⅰ．  「相対的剰余価値生産で生産された剰余価値の増分は、技術革新によって生み出された

超過利潤である」という言明はどこが間違っているか説明しなさい。

問題Ⅱ．  価値から価格への転化についての『資本論』第３巻の叙述を説明し、それをめぐる諸問

題について論じなさい。

問題Ⅲ． いわゆる唯物史観の公式について説明し、それをめぐる批判的議論を論評しなさい。

問題Ⅳ． 戦後日本の高度経済成長に伴う産業構造の変化について説明しなさい。

公開用 P.1



2025年11月1日（土）実施 

2026年度 立命館大学大学院 経済学研究科 博士課程前期課程 

社会人 入学試験 試験問題 

科目名 小論文 ／ 全65ページ 

試験時間 9：30 ～ 10：50 ／ 80分 

[解答上の注意] 

（１） 以下の問題Ⅰ・Ⅱのうち１問を選択して解答すること。

（２） 解答は答案用紙を使用し、選択した問題番号および受験番号・氏名を明記すること。

問題 I．  資料Aを読んで、以下の(問1)と(問2)の両方に解答しなさい。 

(問1) 政府によるデフレに関する定義とデフレ脱却の状況、およびこれを判断する4つの指標について整理しな

さい。 

(問2)  デフレ脱却を判断する4つの指標に関する2020年以降の分析について、これらに関するデータにも触れ

ながら、この分析の妥当性に対する自らの考えを述べなさい。 

問題Ⅱ． 資料Bを読んで、以下の(問1)と(問2)の両方に解答しなさい。 

(問1)  米国への資本流入について近年の動向を示し、それらを説明する要因をプル要因とプッシュ要因に分け 

て整理しなさい。

(問2)  大量の資本流入が米国経済に与える影響について、必要に応じて、経常収支や為替相場、貿易摩擦とい 

った論点にも触れながら、自らの考えを述べなさい。

1

公開用 P.2
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【資料A】

令和7年2月内閣府政策統括官（経済財政分析担当）.
「2024 年度日本経済レポート―賃金と価格をシグナルとした経済のダイナミズムの復活へ―」,
　第１章　マクロ経済の動向,
　第２節 物価・賃金の動向とデフレ脱却に向けた現在地,　pp.70-108.

「2024 年度日本経済レポート―賃金と価格をシグナルとした経済のダイナミズムの復活へ―」
（内閣府）
https://www5.cao.go.jp/keizai3/2024/0212nk/keizai2024pdf.html 公開用 P.3
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【資料A】
公開用 P.4
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【資料A】
公開用 P.5
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【資料A】
公開用 P.6
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【資料A】
公開用 P.7
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【資料A】

公開用 P.8
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【資料A】

公開用 P.9
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【資料A】
公開用 P.10
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【資料A】

公開用 P.11
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【資料A】
公開用 P.12



12

【資料A】
公開用 P.13
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【資料A】
公開用 P.14
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【資料A】

公開用 P.15
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【資料A】
公開用 P.16
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【資料A】
公開用 P.17
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【資料A】
公開用 P.18
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【資料A】

公開用 P.19
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【資料A】
公開用 P.20
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【資料A】

公開用 P.21
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【資料A】

公開用 P.22
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【資料A】

公開用 P.23



23

【資料A】
公開用 P.24
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【資料A】

公開用 P.25
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【資料A】
公開用 P.26
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【資料A】
公開用 P.27
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【資料A】
公開用 P.28
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【資料A】
公開用 P.29
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【資料A】

公開用 P.30
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【資料A】
公開用 P.31
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【資料A】

公開用 P.32
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【資料A】

公開用 P.33
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【資料A】

公開用 P.34
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【資料A】

公開用 P.35
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【資料A】

公開用 P.36
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【資料A】
公開用 P.37
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【資料A】
公開用 P.38
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【資料A】
公開用 P.39
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【資料A】
公開用 P.40
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【資料A】

令和7年2月内閣府政策統括官（経済財政分析担当）.
「2024 年度日本経済レポート―賃金と価格をシグナルとした経済のダイナミズムの復活へ―」,
　第１章　マクロ経済の動向,
　第２節 物価・賃金の動向とデフレ脱却に向けた現在地,　pp.70-108.

公開用 P.41
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【資料B】

萩原伸次郎監修 『米国経済白書』翻訳研究会訳.
『米国経済白書2025 大統領経済諮問委員会年次報告』.第6章　国際資本移動における米国の役割,
蒼天社出版, 2025, pp.150-174　　
　　　　　　　　　　　　　　

公開用 P.42
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【資料B】

公開用 P.43
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【資料B】
公開用 P.44
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【資料B】
公開用 P.45
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【資料B】

公開用 P.46
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【資料B】
公開用 P.47
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【資料B】
公開用 P.48
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【資料B】

公開用 P.49
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【資料B】
公開用 P.50
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【資料B】
公開用 P.51
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【資料B】
公開用 P.52
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【資料B】
公開用 P.53
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【資料B】

公開用 P.54
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【資料B】
公開用 P.55
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【資料B】
公開用 P.56
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【資料B】

公開用 P.57
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【資料B】
公開用 P.58
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【資料B】
公開用 P.59
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【資料B】
公開用 P.60
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【資料B】

公開用 P.61
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【資料B】
公開用 P.62
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【資料B】

公開用 P.63
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【資料B】
公開用 P.64
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【資料B】

公開用 P.65



65

【資料B】

萩原伸次郎監修 『米国経済白書』翻訳研究会訳.
『米国経済白書2025 大統領経済諮問委員会年次報告』.第6章　国際資本移動における米国の役割,
蒼天社出版, 2025, pp.150-174　　
　　　　　　　　　　　　　　

公開用 P.66
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2026 年 1 月 31 日（土）実施 

2026 年度 立命館大学大学院 経済学研究科 博士課程前期課程 

一般入学試験 試験問題 

科目名 論述試験（社会経済学 分野） ／ 全 1 ページ 

試験時間 9：30 ～ 10：50 ／ 80 分 

[解答上の注意] 

※ 解答は答案用紙を使用し、選択した問題番号および受験番号・氏名を明記すること。

＜社会経済学分野＞

以下の問題Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの中から 2 問を選択し解答すること。ただし、問題Ⅰ、Ⅱより少なくと

も 1 問を選択すること。 

問題Ⅰ． 『資本論』第 1 巻における価値、使用価値及び交換価値のそれぞれの用語の意味と違い

について説明しなさい。

問題Ⅱ． マルクスの唯物史観における市民革命の位置づけについて、資本主義経済の確立に与え

た影響を踏まえて論じなさい。

問題Ⅲ． リカードの比較生産費について論じなさい。

問題Ⅳ． 産業連関表を使い経済波及効果を分析する際の生産誘発効果について説明しなさい。

公開用 P.67
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2026 年 1 月 31 日（土）実施 

2026 年度 立命館大学大学院 経済学研究科 博士課程後期課程 

一般入学試験 試験問題 

科目名 外国語（英語） ／ 全 2 ページ 
試験時間 9：30 ～ 10：50 ／ 80 分 

[解答上の注意]

※ 以下の文章を読み、次の問題（１）～（３）のすべてに解答しなさい。

※ 解答は答案用紙を使用し、問題番号および受験番号・氏名を明記すること。

問題（１）下線部１）について、文中の公共財ゲームを事例として、60 words 程度の英語で説明しなさ

い。

問題（２）下線部２）を日本語訳しなさい。

問題（３）下線部３）について、文中の具体例を用い、150 字程度の日本語で説明しなさい。 

An e-mail to me about the experiments that I report in this chapter recalled the "exciting and stimulating times" 
that my correspondent spent in the early 1950s as a young staffer in the Executive Office of the President. “People 
worked long hours,” he told me, “and felt compensated by the sense of accomplishment, and…personal 
importance. Regularly a Friday afternoon meeting would go on until 8 or 9, when the chairman would suggest 
resuming Saturday morning. Nobody demurred. We all knew it was important, and we were important… What 
happened when the President issued an order that anyone who worked on Saturday was to receive overtime pay 
…? Saturday meetings virtually disappeared.” 

The e-mails were from Thomas Schelling, who, half a century after he left the White House, was 
awarded the Nobel Prize for convincing economists that their discipline should broaden its focus to include social 
interactions beyond markets. Was the young Schelling's experience in the Executive Office of the President 
atypical? 

1) Incentives work. They often affect behavior almost exactly as conventional economic theory predicts,
that is, by assuming that the target of the incentive cares only about his material gain. Textbook examples include 
the response to incentives by Tunisian sharecroppers and American windshield installers. In these cases, the 
assumption of material self-interest provides a good basis for predicting the effect of varying incentives to 
increase the payoff of working harder. Their work effort was closely aligned with the extent to which their pay 
depended on it. 

But whiteboard economics sometimes fails. Overtime pay did not induce Schelling and the other White 
House staffers to happily show up on Saturdays. 

・・・・・・

I use the term "social preferences" to refer to motives such as altruism, reciprocity, intrinsic pleasure in 
helping others, aversion to inequity, ethical commitments, and other motives that induce people to help others 
more than is consistent with maximizing their own wealth or material payoff. Social preferences are thus not 
limited to cases in which an actor assigns some value to the payoffs received by another person. I use a broader 
definition because moral, intrinsic, or other reasons unrelated to a concern for another's payoffs or well-being 
often motivate people to help others and adhere to social norms even when it costs them to do so. For example, 
one may adhere to a social norm not because of the harm that a transgression would do to another, but because of 
the kind of person one would like to be. Helping the homeless may be motivated by what James Andreoni calls 
the "warm glow" of giving rather than a concern for the poor. Being honest need not be motivated by the harm 
that the lie would do to others; it may be an end in itself.  

Knowing that incentives may undermine one or more of these dimensions of social preferences provides 
a warning to the Legislator, but not much guidance. How do we design incentives and other policies in the 
presence of crowding out? To decide whether to use incentives, and if so, what kind, the Legislator has to know 
more about citizens' behavior in the absence of incentives and their response to the kinds of incentives that might 
be put in place. This requires an understanding of how incentives work and why they sometimes fail. 

Crowding Out (and In) 
To begin, 2)the Legislator considers a paradigmatic problem facing policy makers: how to get citizens to 

contribute to some public good when it costs them to do so. This can be represented as a Public Goods game. An 

公開用 P.68
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individual may choose to bear a cost in order to take an action—such as disposing of trash in an 
environment-friendly manner—that furthers some public good. The individual herself, like all citizens, will 
benefit from the public good, but let us assume that her cost in contributing is greater than the benefit she 
personally will receive. Thus, while the best outcome is for everyone to contribute (it maximizes the total payoff 
for the public), for each citizen, not contributing at all is the individually payoff-maximizing choice, no matter 
what the other citizens do. Not contributing is the dominant strategy for a payoff maximizer, just as it is in the 
Prisoner's Dilemma. Contributing is a form of altruism, that is, helping others at a cost to oneself. 

The Public Goods game is thus a version of the Prisoner's Dilemma with more than two players. Other 
problems that often take the form of a public-goods problem are the voluntary payment of taxes, limiting one's 
carbon footprint, upholding social norms, producing new knowledge in the public domain, maintaining public 
safety, and acting to maintain the good reputation of one's group.  

The citizen may be encouraged to contribute to the public good by a subsidy or other economic 
incentive. In what follows, I will use the term "incentive" (without the adjectives explicit, economic, monetary, 
and so on) to mean an intervention that affects the expected material costs and benefits associated with an action. 
In the standard economic model, the story ends here: the subsidy reduces the net cost of contributing to the public 
good, and as a result, more citizens will contribute or they will contribute more.  

But some citizens have social preferences too, and these may motivate actions that benefit others even at 
a cost to oneself. How salient these preferences are relative to the citizen's self-regarding material motivations will 
depend on the situation in which the decision to contribute is made. Shopping and voting, for example, are 
different situations, and for most people the pursuit of self-interest is less likely to be considered an ethical 
shortcoming when shopping than when voting. In the case of the public good, the motives that are salient will 
depend on how the contribution is framed, including whether an incentive is provided to those who contribute. 
The incentive is part of the situation. I term these proximate motives to contribute the citizen's "experienced 
values."  

The challenge facing the Legislator is that the framing provided by the incentive may affect the salience 
of the individual's social preferences, resulting in a level of experienced values different from would have been the 
case in the absence of the incentive. When this occurs, social preferences and incentives are not separable, and 
experienced values may be influenced (positively or negatively) by the use of incentives.  

・・・・・・

Because of the effect of incentives on experienced values, the total —direct and indirect—effect of an 
incentive may fall short of what we would expect if we looked only at its effects on the costs and benefits of the 
targeted activity. In 3) this case, we say that incentives crowd out social preferences. Then, incentives and social 
preferences are substitutes: the effect of each on the targeted activity declines as the level of the other increases. 
Where the effect on social preferences is positive, we have the synergy that the Legislator seeks: crowding in 
occurs, and social preferences and incentives are complements, each enhancing the effect of other. 

出典：Samuel Bowles, The Moral Economy: Why Good Incentives are no substitute for good citizens, Yale 
University Press, 2016. Pp.39-50 

Reprinted from The Moral Economy: Why Good Incentives are no substitute for good citizens, 
by Samuel Bowles.
Copyright © 2016 Yale Representation Limited. 
Reproduced with permission of the Licensor through PLS clear.
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